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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】堆積の後に基材の表面状態を見ることが可能に
なるように計時器用部品を色付けする新規な方法を提供
する。
【解決手段】基材１は、支持体に固定されており、チャ
ンバー３の底部にパン２が配置されている。真空になる
と、色素調整剤４を収容するパン２は、電気フィラメン
ト５によって加熱される。そして、色素調整剤４が昇華
して、基材１上に堆積する。この堆積は、堆積層の厚み
を制御することによって均質的に達成される。この堆積
層は、通常、石英マイクロバランスを用いてインサイチ
ュー（元の場所）で測定される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面の少なくとも一部に一又は複数の有機色素によって形成された被覆を有する
ことを特徴とする計時器用部品。
【請求項２】
　異なる色素によって形成された複数の層を有し、これらの層は、当該部品上の別個の位
置において重なり合い又は配置されている
ことを特徴とする請求項１に記載の計時器用部品。
【請求項３】
　前記色素は、キノフタロン、ジアゾ縮合、モノナトリウム塩（モノアゾ）、イソインド
リノン、イソインドリン、アゾ化合物、プテリジン、ジアリライド、ジケトピロロピロー
ル、ベンゾイミダゾロン、ペリレン、β－ナフトール（Ｓｒ）、β－ナフトール（Ｂａ）
、アントラキノン、キナクリドン、ＢＯＮＡ（Ｓｒ）、ＢＯＮＡ（Ｃａ）、ジオキサジン
及びＣｕフタロシアニンからなる群から選ばれる
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の計時器用部品。
【請求項４】
　前記層の一又は複数は、さらに、発光性色素を有する
ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の計時器用部品。
【請求項５】
　表面の少なくとも一部に、前記層を通して見ることができるレリーフがある又はレリー
フがないパターンを有する
ことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の計時器用部品。
【請求項６】
　バランスばね、針、風防又は腕時計ケースの裏側のような透明又は半透明の部品である
ことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の部品。
【請求項７】
　表盤又はムーブメントの要素のような不透明の材料である
ことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の計時器用部品。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の計時器用部品を有する
ことを特徴とする腕時計。
【請求項９】
　有機色素を真空蒸着させることによって計時器用部品を被覆する
ことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　前記色素は、キノフタロン、ジアゾ縮合、モノナトリウム塩（モノアゾ）、イソインド
リノン、イソインドリン、アゾ化合物、プテリジン、ジアリライド、ジケトピロロピロー
ル、ベンゾイミダゾロン、ペリレン、β－ナフトール（Ｓｒ）、β－ナフトール（Ｂａ）
、アントラキノン、キナクリドン、ＢＯＮＡ（Ｓｒ）、ＢＯＮＡ（Ｃａ）、ジオキサジン
及びＣｕフタロシアニンからなる群から選ばれる
ことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記色素は、溶媒と混合され、４０～１２０℃、好ましくは、約５０℃の温度範囲に加
熱され、昇華の前にコンパクトな色素の混合物を形成する
ことを特徴とする請求項９又は１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記有機色素の堆積の後に、陰極スパッタによって最終的な保護層を堆積させるステッ
プを有する
ことを特徴とする請求項９～１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
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　前記最終的な保護層は、酸化物層である
ことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、時計の技術分野に関する。本発明は、より詳細には、計時器用部品及び部品
に色付き層を堆積させる方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　時計においては美的外観が特に重要であるので、少なくとも一部の部品に色を付けたり
、見えるようにしたりすることは重要である。
【０００３】
　例えば、ガラスや石英のような材料によって作られたバランスばねがバランス車に組み
立てられた後に、そのバランスばねを見るのは難しい。なぜなら、そのようなバランスば
ねは透明であるからである。現状、この課題を克服するために、このようなバランスばね
は、例えば、粗い基材から機械加工して、拡散反射のおかげで、より注目される部品にな
る。一又は複数の色付き層を加えることによって、その物が見えるようになって審美的に
魅力的になる。
【０００４】
　発光性のディスプレー針の場合、ＬＥＤから光を照射することなどによって、広い範囲
の色を発光させることができる。様々な針を別個の薄い色付き層で被覆することによって
、白色ＬＥＤのような同じ光源から、広い範囲の色を針に発光させることが可能になる。
【０００５】
　また、腕時計内にてマウントされた光源によって、又は外側の紫外線光源によって、又
は蛍光性又はリン光性の色素の層による受動性の照明によって、照明される部品の場合に
は、色付きルミネセンス層も興味深い。このことは、審美的な効果を発生させることに加
えて、レプリカではないことの印となる非レプリカマーキングも達成することができる。
【０００６】
　伝統的に、色付けは、色付きラッカーや樹脂を用いて、又は薄いインターフェロメトリ
ー層を介して、又は酸化物及び金属硫化物ベースの染料の陰極スパッタによって、達成さ
れる。
【０００７】
　このようにして、欧州特許ＥＰ２７１７１０３によって、計時器用部品に無機物質の色
素を堆積させる方法が知られている。この無機物質は、基材上に不透明な層を形成する特
徴がある。しかし、アプリケーションによっては、基材の表面状態が堆積の後にも見える
ようにすることが有利なことがある。このことによって、例えば、基材が研磨されている
かどうかにかかわらず、表面状態に応じて堆積された層の輝き度合いを調整することが可
能になる。また、このことによって、基材上に前から形成されていたテクスチャを引き続
き見ることができたり、基材が透明な場合に深さ効果を得たりすることが可能になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、堆積の後に基材の表面状態を見ることが可能になるように計時器用部品を色
付けする新規な方法を提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　このために、添付の請求の範囲に記載の計時器用部品及び方法を提案する。
【００１０】
　図面を参照しながら以下の詳細な説明を読むことで、本発明の特徴及び利点が明らかに
なるであろう。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明に係る堆積方法を達成するために実装される装置を既知の形態で示してい
る。
【図２】例として、クロノグラフ用に意図された開口におけるテクスチャ部分を有する表
盤の部分図を示している。本発明に係る色付き層の堆積の後にも、堆積された層を通して
テクスチャを見ることができる。
【図３】本発明に係る有機色素で作られたロゴが堆積された後の風防を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明は、計時器用部品に色付き層を堆積させる方法に関する。本発明によると、この
堆積は、真空蒸着によって達成される。本発明は、特に、基材上に薄い半透明層を形成す
るという利点を有する有機色素を堆積させて、これによって、基材の構造及び／又は表面
状態が識別されるようにすることを可能にすることを意図している。
【００１３】
　基材は、審美的な効果が望まれるいずれの計時器用部品であることができる。このよう
な計時器用部品は、石英、ガラス又はセラミックスによって作られた透明又は半透明の部
品であることができる。例えば、このような部品は、バランスばね、針、アップリケ、風
防、フランジ、ブリッジ、歯車列、又は光導波路として機能する任意の部品、又は透明な
腕時計ケースの裏側であることができる。また、このような部品は、表盤、腕時計ケース
の裏側、ムーブメントの要素のような不透明な基材であることもできる。
【００１４】
　厚みが４００～１５００ｎｍである色付き層が、熱蒸発によって達成される。図１は、
このような装置を概略的に示している。既知の形態で、一又は複数の基材１は、支持体に
固定されており、チャンバー３の底部にパン２が配置されている。真空になると、色素調
整剤４を収容するパン２は、電気フィラメント５によって加熱される。そして、色素調整
剤４が昇華して、基材１上に堆積する。この堆積は、堆積層の厚みを制御することによっ
て均質的に達成される。この堆積層は、通常、石英マイクロバランスを用いてインサイチ
ュー（元の場所）で測定される。
【００１５】
　有機色素は、水素、窒素又は酸素の原子に関連づけられた炭素を含む分子である。以下
の群は網羅されているものではなく、本発明の方法において用いられる色素の例が与えら
れている。すなわち、キノフタロン、ジアゾ縮合、モノナトリウム塩（モノアゾ）、イソ
インドリノン、イソインドリン、アゾ化合物、プテリジン、ジアリライド、ジケトピロロ
ピロール、ベンゾイミダゾロン、ペリレン、β－ナフトール（Ｓｒ）、β－ナフトール（
Ｂａ）、アントラキノン、キナクリドン、ＢＯＮＡ（Ｓｒ）、ＢＯＮＡ（Ｃａ）、ジオキ
サジン、Ｃｕフタロシアニンである。本発明によると、染料色素に、発光性色素を加える
こともできる。
【００１６】
　通常、粒径が５～６０μｍである、粉末形態の色素が、イソプロピルアルコールや酢酸
ブチルのような溶媒内に分散される。この混合物は、通常、４０～１２０℃の範囲内、好
ましくは、約５０℃の温度である、低い温度にて、炉の中で数時間固化して、溶媒を蒸発
させる。このようにして、非常にコンパクトな混合物を得る。このようにして準備した混
合物を真空蒸着させる。本発明によると、色と光学的効果を調整するために、単一の層を
堆積させたり、異なるシェードを有するいくつかの層を重ね合わせたりする。随意に、最
終的な薄く硬い保護層、特に、陰極スパッタによって堆積される酸化物層、を堆積させる
ことができる。
【００１７】
　上記のように、有機色素層の堆積によって、基材の構造又は表面状態を見ることができ
る。したがって、基材が研磨されていると、この層が光り輝くように見え、研磨されてい
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ない場合には、この層はマット的に見える。基材にテクスチャがある場合、又は一般的に
は、レリーフのある又はレリーフのないパターン、がある場合、引き続き、このパターン
を堆積の後にも見ることができる。図２に示す例において、金属に同心円の穴を、機械加
工によって作って、表盤８上にクロノグラフのために意図された開口７を作り、これによ
って、スピニング効果を発生させる。堆積の後に、研磨された光り輝く金属仕上げのよう
に、このパターンを引き続き見ることができる。テクスチャがある金属製表盤に対して行
った試験においても、非常に良好な結果が得られた。このようにして、基材上にあらゆる
タイプのパターンを作り、色付けの後にもこのパターンを引き続き見えるようにすること
を想到することができる。
【００１８】
　さらに、透明な部品を色付けすることによって、深さ効果又は重ね合せ効果を得ること
ができる。このようにして、図３に概略的に示したように、透明基材上に色付きロゴを堆
積させることによって、美しい審美的な効果を得ることができる。また、透明又は半透明
な基材上に色付き層を堆積させることによって、「フェイク」ルビー又は他の貴重な石の
効果を発生させることを想到することができる。
【００１９】
　また、色付きパターン又は構造とともに、基材上の位置に応じて異なる色付き層を堆積
させることを想到することができる。
【００２０】
　最後に、有機色素が鉱物系の色素よりも優れた色付けパワーや色範囲を与え、このこと
によって、非常に良好な外観を得ることができることを特に記しておく。
【符号の説明】
【００２１】
１　基材
２　パン
３　チャンバー
４　色素調整剤
５　熱源
６　真空排気系
７　クロノグラフのために意図された開口
８　表盤
９　風防
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【図１】

【図２】

【図３】
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